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 はじめに 

梓川上流域（上高地）は、槍・穂高連峰を中心とした北

アルプスの 3,000m 級の山々に取り囲まれた流域（流域面

積 112.4km2、流路長 17.0km、平均河床勾配 1/55）で、国

有数の景勝地として国内外の多くの登山者や観光客に親

しまれている。流域は、活火山である焼岳、氷河期の侵食

作用であるカールを有する岳沢など、土砂生産が激しい

流域であり、河道は横断侵食や縦断侵食などが常に生じ

ており、河床変動の著しい河道の様相を呈している。急峻

な山岳地域からの土砂流入により扇状地での氾濫や梓川

の河床上昇、大正池の埋没が進んでいる。梓川本川の河床

は 1975 年～2002 年の間に平均 0.5m、2003 年～2010 年の

間に平均 0.27m 上昇した報告 1)もあり、景観の変化のみな

らず、災害発生の危険性が危惧されている。 

土砂移動状況を面的に迅速かつ高精度で把握する手法

としては、一般的に航空レーザ測量（Laser Profiler）（以下、

「LP」という）による 2 時期の差分解析が用いられてい

る。一方、梓川上流域の本川区間は、河床勾配が緩勾配で

河床幅が広いことから、出水時には蛇行し澪筋が定まっ

ていない。さらに水量も比較的多いため、河床部を水面が

覆っている割合が高くなっている。そのため、梓川本川の

土砂流入・堆積状況を適切に把握するためには、水部範囲

も含めた土砂移動状況を評価することが重要となる。 

本研究では、梓川上流域の本川区間における土砂動態

の把握することを目的として、従来の LP データとあわせ

て、水面下の地形計測も可能な航空レーザ測深（Airborne 

LiDAR Bathymetry）（以下、「ALB」という）を用いた差分

解析を実施して、水面下も含む経年的な河床変動状況を

把握した。 

 解析範囲および使用データ 

 解析範囲 

対象とした解析範囲は、梓川上流域（上高地）のうち、

出水に伴う流路変化により地形計測に影響が及ぶと考え

られる大正池下流端～横尾大橋周辺までの本川区間（面

積 1.3km2、流路長 13.6km、平均河床勾配 1/105）とした

（図１）。なお、LP データを用いた差分解析では、水面に

よる影響を考慮して、各計測時点の水部範囲を除いた範

囲を対象としている。 

 使用データ 

解析対象範囲では、これまで 2018 年、2019 年、2022 年

の 3 時期で ALB 計測が実施されている。本稿では、これ

ら 3 時期のうち、表 1 に示す 2018 年、2022 年の 2 時期の

計測データを対象として、約 4 年間の河床変動の状況を

整理した。 

 
図 1 解析対象範囲 

 

表 1 LP・ALBデータ諸元 

 

 結果及び考察 

 LP 及びALB計測データの取得結果 

LP 及び ALB それぞれの地形データをもとに作成した

赤色立体地図とオルソ画像、ALB データを用いた 2 時期

の差分解析結果の例を図 2 に示す。 

LP と ALB の地形データを比較すると、ALB による地

形データでは水底部の地形が計測されていることが確認

でき、局所的な洗堀箇所の多くは河道屈曲部の外湾側に

多く分布している。このような LP と ALB で大きな差異

が確認できるのは、おおむね明神橋より下流区間であり、

それより上流では大きな差異が確認できなかった。差分

解析では、河川幅のほぼ全域が各時期の水部に含まれる

ものの、ALB により水面下の河床地形が取得できている

ことから、河床全体の変動状況が把握できていると考え

られる。 

計測年 計測種別 計測年月日 

2018 年 

（平成 30 年） 

LP 10 月 21 日～11 月 2 日 

ALB 11 月 1 日 

2022 年 

（令和 4 年） 

LP 9 月 26 日～10 月 26 日 

ALB 10 月 2 日 
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図 2 LP・ALBの計測結果例 

 

 河床変動量及び平均河床高の算出結果 

 全体区間における傾向比較 

LP 及び ALB を用いた差分解析結果について、対象範

囲を 53 区間に区分した上で、集計単位ごとに河床変動量

を算出した。さらに、算出した河床変動量をもとに各集計

単位面積で除することで河床変動高を算出した。算出結

果を図 3 に示す。 

ALB 差分結果では、全区間において大正池の変動量が

最も大きく（堆積量が卓越）、河床変動高が約 0.5m～0.6m

程度上昇している結果であった。大正池上流端～河童橋

までの区間では、解析範囲の面積が小さいことから変動

量は少ないものの、河床変動高は±0.2m 程度の変動が確

認され、2 時期間で土砂移動があったと考えられる。区間

ごとの傾向を見た場合、大正池～ウエストン碑までの下

流区間で堆積傾向、ウエストン碑～白沢合流までの中流

区間で侵食傾向、白沢合流より上流区間で堆積傾向が示

されている。一方、LP 差分結果では、解析対象範囲から

水部範囲を除外しているため、河床変動量は全体的に

ALB 差分結果よりも小さいが、ウエストン碑～横尾狭窄

部までの区間における河床変動高は概ね同様の傾向が見

られた。それ以外の下流区間や上流区間では、水部の割合

が大きく水面下の河床変動状況を評価できていないこと

から、特に大正池周辺で ALB 差分結果と平均河床高の傾

向（河床上昇・低下）が異なる結果であった。 

 同一傾向区間での集計結果の比較 

全体区間と河床変動状況が同一傾向を示す区間ごとで

河床変動量及び河床変動高を集計した結果を表 3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 3 河床変動量・河床変動高の算出結果(2018～2022) 
 

表 3 区間ごとの差分集計結果(2018～2022) 

 
 

水部の影響が比較的小さい中流区間では、それぞれで

算出した河床変動高に大きな違いがなく、両者での差は

ウエストン碑～白沢合流、白沢合流～横尾狭窄部ともに

0.01m であった。一方、水部の影響が大きい下流及び上流

区間では、平均河床高の傾向（河床上昇・低下）は同様で

あったものの、ALB 差分結果は LP 差分結果に対して、大

正池～ウエストン碑で 3 倍、横尾狭窄部～横尾大橋で 7 倍

程度大きい結果であった。 

 おわりに 

本研究では、上高地（本川区間）の土砂動態を把握する

上で、ALB を用いた差分解析の適用性・有効性を確認で

きた。今後も水部も含めた河川全体の河床変動状況を提

供的に把握していくために、継続的に ALB 計測の実施、

データを蓄積していくことが望ましいと考える。 
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